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V208a すばる望遠鏡広帯域分光装置NINJA: 装置概要と現状報告
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すばる望遠鏡では、次世代補償光学装置である広視野地表層補償光学 (GLAO)と並行してレーザートモグラ
フィ補償光学 (LTAO)の開発が進められており、近赤外線波長域ですばる望遠鏡の回折限界に迫る 0.05′′レベル
の高空間分解能を実現することが期待されている。我々は、LTAOに最適化した可視光から近赤外線に至る広帯
域分光が可能な観測装置NINJAを提案しており、現在、近赤外線分光器部分を開発中である。
NINJAの近赤外線分光器は、波長分解能約 3300(スリット幅 0.35′′)で 0.8-2.5µmのスペクトルを 1回の積分で

取得できる。限界等級は 2時間積分、S/N=10で J=22magと見積もられており、これはシーイングリミットで
運用されているVLTのX-Shooterと比較して約 1mag深い。最終的にすばる望遠鏡の赤外ナスミス焦点に設置さ
れる予定のナスミスビームスイッチャー (NBS)に接続する計画で、そこに常駐させ、柔軟な観測運用に対応させ
ることができる。以上のような高い感度と柔軟な運用が可能であることを活かし、中性子星合体のフォローアッ
プ観測など、時間軸天文学にも対応できる観測の実現を目指す。
近赤外線分光器は現在製造段階を終え、組み立て・統合・試験段階に入っており、2026年度のファーストライ

ト観測を目指している。また可視光分光器についても概念検討を進めている。本講演では、NINJAの概要と開発
の現状について報告する。


